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I .はじめに



























































































































第1次 5月 11日 ともだ、ちいっぱい 手をつないだり、肩につかまって動いたり、触れ合いを通した運動遊び
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している。たとえば、 6月から 11月の活動では、 1番
目に「わゴムになあれ」、 2番目に fその月のテーマの
活動」、 3番目に「パラシュートJとしづ流れをつくっ
ており、何度も同じ活動パターンを繰り返すことで、
A児も回を重ねるごとに活動に慣れ、見通しをもって
活動することができると考える。このような配慮から、
A児は「わゴ、ムになあれJにおいて、初期のころは他
児から手をつないでくる様子が多くみられたが、だん
だんA児から手をつなぎたい友達のところへ行くこと
ができるようになった。 A児が活動に見通しをもつこ
とで、自ら友達にかかわっていこうとする姿がみられ
た。
さらに、 A児の担任である Tlが中心となって授業
をおこなうことでA児が「お客様J的に参加するので
はなく、 A児も進んで参加できる配慮がなされている
点も重要である。Tl自身、インタビューで「Aくんは、
ただ音楽や体育を普通に参加するよりも（なかよしタ
イムの方が）、 X組のクラスに入りやすかったかな。J
と述懐しており、 A児が積極的に参加できていること
を感じている様子がうかがえる。A児の担任教諭がTl
として授業をおこなうことで、A児にも 1年X組の子
どもたちにもできる活動を取り入れることができ、ま
た、事前にA児と一緒に活動にむけて練習することが
できる。たとえば、 6月の fカエルの交替」の場面で、
「どうぞj、「ありがとう」のやり取りが取り入れられ
たが、普段からTlはA児とのやり取りで「どうぞJ、
「ありがとうJを心掛けている様子がみられていたた
め、その「なかよしタイム」でもA児は上手に交替す
ることができた。A児に合った配慮がなされることで、
A児も活動を理解して参加することができたというの
は、 A児の担任教諭が Tlであったということが大き
いであろう。
このように、子どもたちが主体的に活動に取り組め
るような工夫をすることで、子どもたちにとって、「交
流をさせられているJという無意味な時間になること
なく、子どもたちなりに目標をもって活動に参加した
り、自分から友達にかかわっていったりする様子がみ
られた。
2.本実践における交流及び共同学習の課題
本実践は、授業の中の活動の方法論としてムーブメ
ント活動を取り入れて、うまくアレンジした交流及び
共同学習としておこなわれている。これは知的障害特
別支援学級担任教諭である Tlがこれまでの特別支援
学校で、の経験や専門性をもっていたこと、そしてA児
の特性と 1年生の興味関心や能力レベノレとも合ってい
たことから、今回、ムーブメント活動を一つの軸とし
ての授業が展開されてきた。しかしこれは、「今のJ、
「A児と 1年X組の子どもたち」の実態に合った交流
及び共同学習の方法であり、どの子どもたちにも合う
というわけではない。交流及び共同学習は、双方の子
どもの実態に合っていない活動方法や、双方の子ども
たちのねらいから外れるような活動で、あってはならな
い。そのためには、双方の子どものニーズの把握をき
ちんとおこない、活動の企画、立案、実行、評価の方
法に至るまで、両教諭が綿密に打ち合わせをおこない
丁寧に考えていくことが重要であろう。本実践はその
ようなことを志向した実践として取り上げることがで
きる。今後も、このような実践の積み重ねと、活動の
PDCAサイクルを含めた評価の蓄積がより一層望ま
れるだろう。
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